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あ
の
日
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
十
一
日
は
、
人
々
に
と
って
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
三
年
経
ち
ま
し
た
が
、
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
状
態
で
す
。

　
現
実
と
は
思
え
な
い
地
震
・
津
波
、
そ
し
て
原
発
事
故
の
「
現
実
」
に
、
呆ぼ

う
ぜ
ん然

と
立
ち
つ
く
す
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
震
災
直
後
か
ら

多
く
の
団
体
・
個
人
が
復
興
へ
向
け
て
の
動
き
を
始
め
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
本
山
・
西
本
願
寺
＝
京
都
市
）
は
、
そ
の
日
（
三

月
十
一
日
）、
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
翌
十
二
日
に
は
地
方
組
織
で
あ
る
東
北
教
区
と
東
京
教
区
に
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
を

設
置
、
同
日
午
後
に
は
西
本
願
寺
か
ら
復
旧
支
援
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
全
国
の
僧
侶
・
門
信
徒
な
ど
が
、
物
心
両
面
で
継
続
し

た
支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
本
願
寺
派
は
、平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）四
月
か
ら「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
展
開
す
る
運
動
で
す
。
そ
の
中
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と

し
て
、「
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
者
への
支
援
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
現
在
、
教
団
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

書
は
、
こ
の
運
動
の一環
と
し
て
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
（
浄
土
真
宗
）
に
生
き
る
人
た
ち
が
、「
そ
の
時
」
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
そ
の
後
の
支
援
活
動

は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
被
災
し
た
地
域
は
広
大
で
、
そ
の
内
容
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
本
書

に
掲
載
で
き
た
こ
と
は
そ
の一端
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
大
震
災
か
ら
三
年
経
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
復
興
の
記
録
が
作
れ
る
状
況
と
は
言
え
ず
、
な
お
一
層
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
が
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の一日
も
早
い
復
興
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
支
援
活
動
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

本
願
寺
出
版
社
　

は
じ
め
に
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鍋
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直
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私
が
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菅
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仙
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の
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で
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日
を
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き
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北
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真
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寺
派
仏
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教
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会
と
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て
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恭
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（
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を
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築
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築
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東
日
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支
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東
日
本
大
震
災
　
そ
の
時
、
そ
し
て
復
興
へ

　
〜
結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
〜

東
日
本
大
震
災 

写
真
特
集　
　

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

1

は
じ
め
に　
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東
日
本
大
震
災 
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真
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本
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寺
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取
り
組
み　
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支
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そ
の
時
、
そ
し
て
復
興
へ　
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葊
畑　

 

恵
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み
教
え
を
伝
え
る
模
索
を　
原
発
事
故
被
災
寺
院
の
こ
れ
か
ら　

　
　

足
利   

一
之
（
宮
城
県
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台
市
専
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寺
住
職
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40

　
　
　
　
　
　

寄
り
添
う
同
朋
た
ち
に
支
え
ら
れ
て　
「
浄
土
の
慈
悲
」
が
間
違
い
な
く

　
　

佐
々
中 

恵
雄
（
元
・
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
駐
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッフ
と
し
て
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

　
　

金
澤　

 

豊　

 

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員
）　
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─
─
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─
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居
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わ
る
中
で
考
え
た
こ
と　
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６
月
15
日　

	

東
京
教
区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
、
福
島
県
田
村
市
の
避
難
所
で
百
カ
日
法
要
を
修
行
。

６
月
18
日　

	

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
地
元
の
要
請
に
よ
り
、
気
仙
沼
市
で
百
カ
日
法
要
を
修
行
。

６
月
26
日　
　

ご
門
主
、
東
日
本
大
震
災
東
北
教
区
宮
城
組
へ
お
見
舞
い
の
た
め
ご
出
向
。
※
仙
台
別
院
、
六
カ
寺
並
び
に
岩
沼
市

里
の
杜
西
仮
設
住
宅
内
門
徒
宅
へ
お
見
舞
。

７
月
８
日　
　

ご
門
主
、
東
北
教
区
相
馬
組
「
東
日
本
大
震
災
物
故
者
総
追
悼
法
要
」
ご
参
拝
並
び
に
東
北
教
区
福
島
南
組
、
福
島

北
組
、
若
松
組
へ
お
見
舞
い
の
た
め
ご
出
向
。　
　

７
月
19
日　

	

岩
手
県
花
巻
市
に
「
東
和
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
設
置
。

８
月
３
日　

	

本
願
寺
築
地
別
院
（
現
・
築
地
本
願
寺
）
に
て
「
東
京
教
区	

東
日
本
大
震
災
現
地
追
悼
法
要
」
修
行
（
ご
門
主
ご
親
修
、

お
裏
方
ご
臨
席
、
新
門
様
ご
出
座
）。

８
月
６
日　

	

「
東
日
本
大
震
災
支
援
金
」
の
受
付
を
開
始
。

９
月
６
日　

	

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
「
東
北
教
区	

東
日
本
大
震
災
現
地
追
悼
法
要
」（
ご
門
主
ご
親
修
、
お
裏
方
ご
臨
席
、
新
門

様
ご
出
座
）。
第
三
次
義
援
金
二
億
五
千
二
百
万
円
を
被
災
教
区
へ
、
第
四
次
義
援
金
一
億
五
百
万
円
を
被
災
寺
院

へ
伝
達
。

11
月
８
日	

本
願
寺
で
「
東
日
本
大
震
災
総
追
悼
法
要
」（
ご
門
主
ご
親
修
、
お
裏
方
ご
臨
席
、
新
門
様
ご
出
座
）。

11
月
28
日　
　

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、本
願
寺
仙
台
別
院
で「
居

宅
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催
。
以
降
、
仙
台
市
、
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
で
順
次
同
講
座
を
開
催
。

２
０
１
１（
平
成
23
）年

３
月
11
日	
東
日
本
大
震
災
発
生
（
14
：
46
）

　
　
　
　

	

本
山
・
宗
務
所
に
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

３
月
12
日	

東
北
・
東
京
両
教
区
に
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

	

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
受
付
を
開
始
。

	

第
一
次
復
旧
支
援
隊
を
仙
台
に
派
遣
。
被
災
情
報
の
収
集
等
に
従
事
。
以
降
、
順
次
復
旧
支
援
隊
を
派
遣
。

３
月
17
日	

本
願
寺
仙
台
別
院
内
に
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。

４
月
５
日	

ご
門
主
お
言
葉「
被
災
者
の
皆
様
へ
」並
び
に
第
一
次
義
援
金
一
億
円
を
東
北
教
区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
長（
教

務
所
長
）、
一
千
万
円
を
東
京
教
区
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
長
（
教
務
所
長
）
へ
伝
達
。

４
月
８
日　

	

第
一
次
義
援
金
百
万
円
を
長
野
・
国
府
の
各
教
区
災
害
対
策
委
員
会
委
員
長
（
教
務
所
長
）
へ
伝
達
。

４
月
８
日　

	

本
願
寺
で
「
東
日
本
大
震
災
追
悼
法
要
」
修
行
。

４
月
９
日　

	

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の
ご
親
教
で
、「
東
日
本
大
震
災
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
（
期
間
中
毎
座
）。

４
月
28
日　

	

本
願
寺
で
「
東
日
本
大
震
災
四
十
九
日
法
要
」
修
行
。

５
月
23
日　

	

第
二
次
義
援
金
三
億
円
を
東
北
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
に
届
け
る
。

東
日
本
大
震
災 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
主
な
対
応

～
28
日

～
10
日

～
10
日
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３
月
11
日　
　

本
願
寺
で
「
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
追
悼
法
要
」
を
修
行
。

４
月
27
日　
　

ご
門
主
、「
築
地
本
願
寺
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
御
満
座
の
消
息
」
発
布
に
際
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
。

７
月
20
日	

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
陸
前
高
田
出
張
所
「
と
ま
り
木
」
開
所
。

９
月
30
日　
　
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
受
付
が
終
了
。
義
援
金
の
総
額
は
九
億
六
一
六
六
万
七
一
二
三
円
。

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
第
一
次
・
第
三
次
配
分
と
し
て
東
北
・
東
京
・
長
野
・
国
府
の
各
教
区
へ
、
第
二
次
配
分
と
し
て
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
各
県
、
第
四
次
配
分
と
し
て
津
波
・
原
発
事
故
被
災
寺
院
へ
、
第
五
次
配
分
と
し
て
原
発
事
故
に
よ

る
制
限
区
域
の
寺
院
・
制
限
区
域
設
定
市
町
村
・
東
北
教
区
に
配
分
さ
れ
、
未
配
分
に
つ
い
て
も
被
災
地
に
届
け
ら

れ
る
。

２
０
１
２（
平
成
24
）年

１
月
15
日　
　

親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
御
正
当
逮
夜
法
要
後
、
ご
門
主
お
言
葉
・
新
門
様
お
言
葉
で
、
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
。

２
月
13
日　

	
福
島
県
福
島
市
に
東
日
本
大
震
災
緊
急
災
害
対
策
本
部
福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所
（
福
島
県
事
務
所
）
を
開
所
。

３
月
28
日　

	
東
北
教
区
相
馬
組
、
福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所
で
の
初
め
て
の
組
会
を
開
催
。

３
月
９
日　

	

本
願
寺
仙
台
別
院
で
「
東
日
本
大
震
災
一
周
忌
法
要
」
修
行
。

３
月
11
日　

	

本
願
寺
で
「
東
日
本
大
震
災
一
周
忌
法
要
」
修
行
（
ご
門
主
ご
親
修
、
お
裏
方
ご
臨
席
、
新
門
様
ご
出
座
）。

７
月
７
日　

	

宗
派
、
京
都
府
内
在
住
の
大
震
災
避
難
者
十
六
世
帯
三
十
八
人
を
本
山
に
招
き
、
書
院
・
飛
雲
閣
の
見
学
会
と
昼
食

交
流
会
を
行
う
（
以
降
、
継
続
し
て
開
催
す
る
と
と
も
に
対
象
者
を
近
畿
圏
に
広
げ
る
）。

９
月
21
日　

	

東
北
教
区
教
務
所
内
に
実
行
委
員
会
を
設
け
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・
仙
台
公
演
と
し
て
、
仙
台
市
内
の
ホ
ー

ル
で
創
作
劇
「
親
鸞
わ
が
心
の
ア
ジ
ャ
セ
」
を
上
演
。

10
月
15
日　

	

福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所
で
法
話
会
を
行
う
。
そ
の
後
毎
月
十
五
日
に
法
話
会
を
開
催
。

２
０
１
３（
平
成
25
）年

３
月
７
日　
　

東
北
教
区
、
仙
台
別
院
で
「
東
日
本
大
震
災
三
回
忌
追
悼
法
要
」
を
修
行
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
―
現
状
と
今
後
の
活
動
」
を
開
催
。

～
30
日

（
註
）
教
区
・
組
…
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
地
方
に
お
け
る
宗
務
を
円
滑
に
進
め
、
教
学
の
振
興
を
図
る
た
め
に
三
十
一
の
教
区
と
沖
縄
県
宗

務
特
別
区
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
教
区
は
組
に
区
分
さ
れ
る
。
各
教
区
に
は
そ
の
事
務
等
を
処
理
す
る
た
め
に
教
務
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
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現
在
も
、
毎
日
午
後
六
時
か
ら
は
当
日
の
活
動
者
、

翌
日
の
活
動
予
定
者
で
別
院
に
帰
着
し
て
い
る
全
員
が

集
合
し
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
活
動
報
告
と
翌
日

の
活
動
予
定
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
し
て
い
る
人
た

ち
へ
の
対
応
と
し
て
、活
動
参
加
人
数
や
可
能
な
活
動
、

車
の
有
無
な
ど
を
確
認
の
上
で
、
条
件
に
該
当
す
る
行

政
や
地
元
支
援
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供
も

行
っ
て
い
る
。

　

撤
去
作
業
や
運
搬
業
務
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
な

か
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
僧
侶
が
、
遺
体
安
置
所
を
訪
ね
読
経
を
行
う
活

動
を
開
始
し
た
。
遺
体
安
置
所
を
回
り
、
管
理
す
る
警

察
等
に
読
経
を
申
し
出
、
許
可
が
下
り
次
第
ご
本
尊
を

安
置
し
て
読
経
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
活
動
に

参
加
し
た
僧
侶
に
よ
る
と
、
ご
遺
族
は
じ
め
安
置
所
を

訪
れ
て
い
た
方
か
ら
、「
落
ち
着
い
た
」「
心
が
救
わ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
、
オ
リ
ッ
ク
ス
自
動
車
か
ら

ワ
ゴ
ン
車
が
貸
与
さ
れ
、
東
北
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
各
教
区
の
僧
侶
ら
か
ら
軽

ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
地
域
へ
の
訪
問
や
炊
き
出
し
、
お
茶

会
等
に
活
用
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
活
動
当
初
よ
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
宿
泊
施
設
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
る
中
、
現
在
も
活
動

を
続
け
て
い
る
。

● 

現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

現
在
も
継
続
し
た
支
援
活
動
が
続
け
て
お
り
、
設
置

以
来
述
べ
二
万
二
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支

援
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

の
施
設
で
は
あ
る
が
、
宗
派
内
だ
け
で
は
な
く
、
他
宗

東
日
本
大
震
災 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

被
災
者
支
援
の
拠
点

● 

設
置
経
緯

　

震
災
発
生
の
翌
三
月
十
二
日
、
東
北
・
東
京
両
教
区

に
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
地
域
寺

院
の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
願
寺

（
宗
派
）
か
ら
第
一
次
復
旧
支
援
隊
を
仙
台
別
院
に
派

遣
し
た
。
仙
台
市
内
で
は
停
電
や
断
水
、
ガ
ス
の
不
通

が
続
く
な
か
、
十
四
日
に
は
、
被
災
者
に
温
か
い
ご
飯

を
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
復
旧
支
援
隊
と
現
地
緊
急

災
害
対
策
本
部
が
、
支
援
隊
が
持
参
し
た
缶
詰
の
豚
汁

と
簡
易
米
で
、
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

　

三
月
十
七
日
、
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
。

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
設
置
直
後
よ
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
登
録
。
仙
台
別
院
を
拠
点
と
し
て
、
毎
日
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
活
動
状

況
な
ど
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
要
望
に
応
じ
、
登
録
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
情
報
を
提
供
す
る
。

　

活
動
初
期
に
お
い
て
は
、
炊
き
出
し
の
ほ
か
、
全
国

か
ら
届
け
ら
れ
た
物
資
の
避
難
所
へ
の
搬
送
や
行
政
の

支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
集
落
を
探
し
て
物
資
を
届
け

る
な
ど
支
援
物
資
の
運
搬
、
被
災
家
屋
の
庭
や
家
屋
内

に
流
入
し
た
土
砂
の
撤
去
や
家
具
の
片
付
け
な
ど
が
中

心
で
あ
っ
た
。

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
9
8
0-

0
8
2
4　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
支
倉
町
１
番
27
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
：
0
2
2-

2
2
7-

2
1
9
3　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
2
2-

2
2
7-

2
1
9
5

  



2829

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
る
一
日

（
前　

日
）

午　

後　

   

仙
台
市
着　

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
着

18

：

00
～ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加

　
　
　
　

 

翌
日
の
活
動
内
容
の
紹
介
・
決
定
、
自

己
紹
介
、
諸
注
意
な
ど

19

：

00
～　

宿
泊
（
市
内
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
宿
泊
も

可
能
）

（
当　

日
）

　
　
　
　
　

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ー
着

７

：

00
～　

本
願
寺
仙
台
別
院
晨
朝
参
拝

８

：
00 

車
で
活
動
場
所
へ
（
こ
の
日
は
農
業
支

援
活
動
）

 

途
中
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
昼

食
や
飲
料
水
を
購
入

9
：

00 

活
動
場
所
で
、事
前
説
明
を
受
け
た
後
、

活
動
に
従
事
（
農
地
の
流
入
物
撤
去
及

び
復
興
作
業
）

12

：

00　

 

昼
食　

13

：

00　

 

活
動
を
再
開
。

　
　
　
　

 

（
十
人
で
作
業
を
進
め
て
も
、
復
興
で

き
た
農
地
は
わ
ず
か
。
ま
だ
ま
だ
時
間

も
人
員
も
必
要
で
す
）

15

：

30　

 

活
動
終
了
、
車
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ

17

：

00　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
着

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
内
の
清
掃
や
整
理
整
頓
を
行

う

18

：

00　

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加

　
　
　
　
　

活
動
報
告
・
反
省
会
並
び
に
翌
日
の
活

動
予
定
の
決
定

教
、
国
外
、
一
般
の
人
々
に
も
開
い
て
い
る
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
復
興
が
進
み
、
物
資
の
搬

入
や
家
具
の
片
付
け
等
の
ほ
か
、
被
災
者
の
方
々
と
と

も
に
、
そ
の
地
域
及
び
仮
設
住
宅
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
五
月
中
旬
か
ら
、「
心
の
ケ
ア
」
と
「
地

域
自
立
支
援
」
を
目
的
と
し
て
、
仮
設
住
宅
の
集
会
所

で
地
元
自
治
会
主
催
の
お
茶
会
を
支
援
し
て
い
る
。

　

現
在
、
名
取
市
・
岩
沼
市
・
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅

九
カ
所
や
、
民
間
借
上
住
宅
の
被
災
さ
れ
た
方
々
を
対

象
と
し
た
お
茶
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
う
か
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活

か
し
な
が
ら
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
宗
教
団
体

と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推

進
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
要
な
活
動
の

ひ
と
つ
で
あ
る
仮
設
住
宅
へ
の
「
居
室
訪
問
」
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
新
拠
点と
し
て
、
二
〇
一
三
年
七
月
、

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
出
張
所
「
と
ま
り
木
」
を
設
置
し
た
。
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● 

設
置
経
緯

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
及
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
仮
設

住
宅
居
室
訪
問
活
動
を
行
う
拠
点
と
し
て
、
陸
前
高
田

市
広
田
町
に
二
〇
一三（
平
成
二
十
五
）年
七
月
二
十
日
に

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
陸
前
高
田
出
張
所

「
と
ま
り
木
」
を
開
所
し
た
。

　
「
と
ま
り
木
」
が
設
置
さ
れ
た
陸
前
高
田
市
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
市
役
所
庁
舎
を
含
む
市
街
中
心
部

が
壊
滅
し
、
全
世
帯
の
七
割
以
上
の
方
が
被
災
さ
れ
不

自
由
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
悲
し
み
を
聴
き
、
そ
の
声
に

応
え
た
心
と
心
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
支
援
活
動
と
し

て
、
二
〇
一
一（
平
成
二
十
三
）年
十
月
よ
り
開
始
し
た

居
室
訪
問
活
動
は
、
地
元
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
こ

ろ
の
も
り
」等
と
も
連
携
し
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。「
と

ま
り
木
」
と
は
、
居
室
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
羽
休
め

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
設
置
当
初
は
小
さ
な
存
在（
木
）

で
あ
る
が
、
心
の
ケ
ア
活
動
で
あ
る
居
室
訪
問
が
大
き

な
支
援
活
動（
森
）と
な
る
こ
と
を
念
じ
て
の
名
称
で
あ

る
。

● 

活
動

「
と
ま
り
木
」
は
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
を
用
い
、
前
面
が

ガ
ラ
ス
張
り
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、キ
ッ
チ
ン
、

シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
、
簡
易
宿
泊
ベ
ッ
ド
が
設
け
ら
れ
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
で
活
用
し
て
い
る
。

　
・
居
室
訪
問
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
打
ち
合
せ

　
・
情
報
の
収
集
・
発
信
・
調
整
業
務

　
・
総
合
研
究
所
研
究
員
の
臨
時
宿
泊
所

東
北
教
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
陸
前
高
田
出
張
所
「
と
ま
り
木
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
0
2
9-

2
2
0
8　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
広
田
町
田
端
４-

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
1
9
2-

5
6-

2
5
7
8

● 

設
置
経
緯

　

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
救
援
復
興
対
策
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
福
島
県
で
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
な
ど
に
鑑
み
、
福
島
県
に

特
定
し
た
中
・
長
期
復
興
支
援
施
策
を
進
め
る
た
め
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
二
月
十
三
日
に
福
島
県

復
興
支
援
宗
務
事
務
所
を
開
所
し
た
。

　

福
島
県
に
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
が
五
十

カ
寺
あ
る
が
、
開
所
当
時
、
原
発
事
故
で
立
ち
入
り
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
警
戒
区
域
に
五
カ
寺
、
計
画
的
避
難

区
域
に
二
カ
寺
あ
り
、
多
く
の
門
信
徒
が
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
報
恩
講
や
永
代
経
、
月
例
法

座
、
法
事
、
仏
事
な
ど
の
寺
院
活
動
を
行
う
た
め
、
福

島
県
の
中
心
部
で
の
拠
点
設
置
を
計
画
。
同
市
康
善
寺

所
有
の
民
家
を
借
り
て
改
修
し
、
事
務
所
と
し
た
。

● 

活
動

　

同
事
務
所
は
木
造
二
階
建
て
。
一
階
に
仏
間
と
事
務

所
、
二
階
に
は
納
骨
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
被
災
し
た
寺
院
の
住
職
な
ど
が
門
信
徒
の
相
談
や

法
事
、
研
修
会
な
ど
の
寺
院
行
事
を
行
え
る
ほ
か
、
遺

骨
の
一
時
預
か
り
も
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
、
避
難
区
域
と

な
っ
て
い
る
寺
院
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

・
避
難
区
域
を
含
む
相
馬
組
の
各
寺
院
・
住
職
へ
の

　
　

意
見
聴
取
の
実
施

　

・
伝
道
掲
示
板
の
設
置

　

・
組
会
・
法
要
・
法
事
・
葬
儀
な
ど
の
会
場

　

・
官
公
庁
等
と
の
調
整

東
日
本
大
震
災
緊
急
対
策
本
部 

福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
9
6
0-

8
0
6
1　

福
島
県
福
島
市
五
月
町
８-

３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
：
0
2
4-

5
7
3-

4
4
3
0　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
2
4-

5
7
3-

4
4
3
1
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そ
の
時
、
そ
し
て
復
興
へ

　

東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
の
中
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
の
寺
院（
僧
侶
）・
門
信
徒
な
ど
関
係
す
る
人

た
ち
に
震
災
に
直
面
し
た
時
の
様
子
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
、
復
興
に
向
け
た
思
い
な
ど
を
執
筆
し
て

も
ら
っ
た
。
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周
り
を
見
る
と
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
避
難
誘
導
に
来
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
避

難
誘
導
者
が
み
ん
な
防
護
服
を
着
て
い
る
の
に
気
づ

い
た
。
避
難
用
バ
ス
（
大
手
バ
ス
会
社
）
の
運
転
手
も
防

護
服
・
ガ
ス
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
運
転
席
に
座
っ
て

い
る
。
ま
る
で
映
画
を
見
て
い
る
み
た
い
で
あ
っ
た

が
、
現
実
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
事
の
判
断
も
で

き
ず
に
い
た
。

　

実
は
、
前
日
に
友
人
か
ら
の
メ
ー
ル
で
、「
原
発
か

ら
三
キ
ロ
圏
内
は
避
難
指
示
が
出
て
い
る
よ
」
と
知

ら
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
本
当
に
深
刻
な
事
態

に
な
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
「
原
子
力
発
電
所
は
安
全
で
放
射
能
漏
れ
な
ど
あ
り

得
な
い
」
今
ま
で
原
発
関
連
施
設
を
訪
れ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
東
電
広
報
誌
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
原
発

施
設
は
安
全
で
問
題
が
な
い
と
い
う
安
全
神
話
が
あ

り
、
ま
る
で
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た

よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

　

避
難
先
の
津
島
地
区
に
あ
る
中
学
校
に
朝
刊
が
届

い
て
い
る
。
す
ぐ
に
帰
れ
る
と
思
い
な
が
ら
朝
刊
を

み
る
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
っ
た
。
避
難
を

し
て
い
た
三
月
十
二
日
午
後
三
時
三
十
六
分
、
一
号

機
が
水
素
爆
発
を
し
た
と
い
う
記
事
。
情
報
が
錯
綜

し
て
い
て
、
ど
の
情
報
が
信
頼
で
き
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
た
め
無
駄
な
避
難

は
で
き
な
い
が
、
十
四
日
の
昼
頃
、
福
島
県
伊
達
郡

川か
わ
ま
た俣
町
の
親
戚
寺
院
に
移
動
。

　

十
五
日
の
朝
六
時
過
ぎ
に
も
二
号
機
が
爆
発
。
ど

こ
ま
で
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
時
に
、

義
兄
の
仕
事
の
関
係
者
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
が
新

潟
県
よ
り
届
く
。
同
時
刻
に
東
京
方
面
か
ら
も
ガ
ソ

リ
ン
二
十
リ
ッ
ト
ル
が
手
に
入
っ
た
と
連
絡
が
あ
り
、

そ
の
日
の
午
後
四
時
頃
、
姉
・
姪
の
い
る
神
奈
川
県

に
移
動
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
途
中
、
栃
木
県
宇
都

宮
郊
外
で
東
京
か
ら
手
に
入
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
、

一
般
道
・
首
都
高
速
を
使
い
、
約
十
二
時
間
で
神
奈

原
発
事
故
か
ら
の
避
難

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
巨
大
地
震
に
よ
り
大
津
波

も
発
生
し
、
地
震
・
大
津
波
で
数
多
く
の
い
ろ
い
ろ

な
命
が
一
瞬
の
う
ち
に
失
わ
れ
た
。

　

当
時
、
震
災
の
被
害
情
報
が
取
れ
な
い
ま
ま
一
晩

を
明
か
し
、
日
の
出
と
と
も
に
門
徒
さ
ん
が
お
寺
の

被
害
状
況
を
確
認
に
続
々
と
来
ら
れ
た
。
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
突
然
、
防
災
無
線
が
鳴
り
始

め
る
。
内
閣
総
理
大
臣
の
命
令
で
、「『
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
』
に
基
づ
き
、
直
ち
に
津
島
地
区

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と
何
回
も
強
い
口
調
で

防
災
無
線
が
鳴
り
続
け
る
。
門
徒
さ
ん
も
何
事
だ
と

不
審
に
思
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
大
体
二
、三
日
く
ら
い

の
避
難
だ
ろ
う
と
思
い
、
自
宅
に
戻
る
よ
う
に
説
得

し
た
。
家
族
が
避
難
し
て
い
る
浪
江
町
役
場
に
行
っ

て
み
る
と
、
避
難
用
の
大
型
バ
ス
が
到
着
し
て
い
る
。

み
教
え
を
伝
え
る
模
索
を

　
原
発
事
故
被
災
寺
院
の
こ
れ
か
ら

　
三
月
十
一
日
、
巨
大
地
震
、
大
津
波
で
情
報
が
と
れ
な
い
ま

ま
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
の
避
難
命

令
。
十
二
日
に
一
号
機
の
水
素
爆
発
、
十
五
日
に
は
二
号
機
が
。

「
原
発
は
安
全
」
は
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
だ
っ
た
の
か
。
門

徒
の
所
在
も
ば
ら
ば
ら
で
、
寺
へ
の
立
ち
入
り
も
ま
ま
な
ら
な

い
福
島
県
浪
江
町
の
葊
畑
恵
順
常
福
寺
住
職
は
、
今
も
避
難
先

で
の
生
活
の
な
か
で
み
教
え
を
伝
え
る
模
索
を
続
け
る
。

福
島
県
浪
江
町
常
福
寺
住
職

葊
畑
　
恵
順
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だ
が
、
本
当
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
話
で
あ
る
。
こ
れ

は
国
民
に
対
す
る
裏
切
り
で
あ
り
、
情
報
隠い
ん
ぺ
い蔽

と
言

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。
原
発
事
故
の
自
主
的
避
難
者

を
含
め
た
避
難
者
の
総
計
（
福
島
県
災
害
対
策
本
部
調
べ
）、

十
万
二
千
八
百
八
十
二
人
は
放
射
性
物
質
の
拡
散
も

知
ら
ず
に
い
た
わ
け
で
あ
り
、
避
難
者
の
人
権
も
問

題
で
あ
る
。

　

川
崎
市
で
避
難
中
に
、
テ
レ
ビ
で
福
島
の
双
葉
町

町
民
が
バ
ス
で
埼
玉
県
大
宮
市
の
埼
玉
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
に
避
難
し
て
い
る
情
報
が
報
道
さ
れ
、
バ
ス

四
十
台
約
千
二
百
人
が
集
団
避
難
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
直
ぐ
に
門
徒
の
安
否
を
確
認
し
に
向
か
う

が
、
た
い
へ
ん
な
混
乱
の
中
な
の
で
、
現
地
の
情
報

も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
門
徒
を
探
す
の
も
困
難
で
あ
っ
た
。

一
日
動
き
回
っ
て
、
四
軒
の
門
信
徒
と
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
お
互
い
の
携
帯
電
話
番
号
を
交
換
し
、
避

難
先
の
川
崎
市
に
戻
り
、
も
っ
と
門
信
徒
の
情
報
を

得
よ
う
と
思
う
が
、
報
道
番
組
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
福
島
県
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
も
、
全

然
情
報
が
入
ら
な
い
。

門
信
徒
の
動
向
が
知
り
た
い

　

門
信
徒
の
動
向
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
で
福
島

に
戻
り
、
先
輩
の
寺
院
や
親
戚
宅
を
回
り
、
市
町
村

の
避
難
所
を
中
心
に
門
信
徒
の
安
否
状
況
を
確
認
し

て
い
く
日
々
に
追
わ
れ
る
。
あ
る
日
、
年
輩
の
ご
門

徒
に
お
会
い
し
た
時
に
は
、「
見
知
ら
ぬ
土
地
に
避
難

し
て
彷さ
ま
よ徨
っ
て
い
た
。
死
ぬ
前
に
住
職
に
会
え
て
よ

か
っ
た
」
と
、
涙
を
流
し
な
が
ら
話
し
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
翌
日
に
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

で
避
難
中
に
亡
く
な
っ
た
門
信
徒
の
家
族
か
ら
連
絡

が
入
り
、
火
葬
だ
け
は
済
ま
せ
た
い
と
の
こ
と
。
火

葬
場
で
は
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
火
葬
が
多
く
、

震
災
後
の
原
油
不
足
で
火
葬
に
も
限
界
が
あ
る
中
で

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

後
に
は
、
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
の
家
族
か
ら
の

川
県
川
崎
市
に
到
着
し
た
。
落
ち
着
い
て
か
ら
じ
っ

く
り
と
報
道
番
組
を
見
て
い
る
と
、
と
ん
で
も
な
い

原
発
事
故
で
あ
っ
た
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

避
難
先
で
は
じ
め
て
知
っ
た
事
実

　

後
に
、
避
難
先
の
地
区
や
避
難
経
路
に
も
高
線
量

の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
四
日
の
官
房
長
官
会
見
や
報

道
に
よ
れ
ば
、
気
象
庁
は
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響

予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
S
P
E
E
D
I
（
ス

ピ
ー
デ
ィ
）」
を
使
っ
て
、
事
故
発
生
直
後
か
ら
、
国

際
原
子
力
機
関
（
I
A
E
A
）
に
対
し
て
予
測
情
報

を
報
告
し
て
い
た
。
多
い
日
は
一
日
二
回
も
…
…
。

「 
え
っ
？　

日
本
人
に
は
教
え
て
く
れ
な
い
の
に
、

I
A
E
A
に
は
教
え
る
の
？
」　

曰い
わ

く
「
仮
定
を
基
に

計
算
し
た
放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測
デ
ー
タ
な
の
で
、

公
表
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た
」
と
の
こ
と

原発事故で寺や門信徒が避難中のため、本願寺派の復興支援拠点「福島県事務所」（福島市）で
営まれた常福寺の永代経法要（2012 年６月 23 日）
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い
た
だ
い
た
。

　

平
成
二
十
四
年
二
月
十
三
日
に
は
福
島
県
福
島
市

に
福
島
県
復
興
支
援
宗
務
事
務
所
が
開
所
さ
れ
、
福

島
復
興
・
避
難
寺
院
の
依
り
所
と
し
て
、
有
意
義
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
原
発
事
故
で
故
郷
を
離
れ
、
避
難
先
で

の
生
活
が
続
い
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
先
行
き
の
見
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

避
難
先
で
よ
く
考
え
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し

て
い
こ
う
か
？　

ど
の
方
法
が
ベ
ス
ト
な
の
か
？　

判
断
が
で
き
か
ね
る
事
項
が
数
多
い
の
も
現
状
。
先

に
進
ま
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。

　

誰
も
い
な
い
自
坊
で
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
胸

が
苦
し
く
な
る
。
こ
れ
も
現
状
。

　

し
か
し
〝
ひ
と
り
で
は
な
い
の
だ
〟
と
感
じ
る
出

来
事
も
多
か
っ
た
。

　

相
馬
組
寺
院
・
寺
族
門
信
徒
に
と
っ
て
、
避
難
中

で
も
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
に
は

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
、
真
実

の
世
界
を
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
親
鸞
聖
人
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
の
お
言
葉
に
も
、

「
一
人
い
て
喜
ば
ば
二
人
と
思
う
べ
し
。
二
人
寄
り
て

喜
ば
ば
三
人
と
思
う
べ
し
。
そ
の
一
人
は
親
鸞
な
り
」

（『
御
臨
末
御
書
』）
と
あ
る
。

　

全
世
界
、
全
国
の
お
念
仏
を
慶
ぶ
お
同
行
の
方
々

か
ら
、
心
温
ま
る
お
見
舞
い
の
言
葉
・
励
ま
し
の
言

葉
な
ど
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
た
。
本
当
に
有
り
難
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ひ
と
り
の
住
職
で
は
何
も
で
き

な
い
が
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
確
実
に
一
歩
、
一
歩
前
進
し
て
い
き

た
い
。

　

最
後
に
、
福
島
県
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
ど
う
か
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

連
絡
が
増
え
た
。
身
元
が
分
か
れ
ば
す
ぐ
に
家
族
に

遺
体
を
引
き
渡
し
て
い
た
だ
け
る
が
、
不
明
の
時
は

先
に
火
葬
を
し
、
そ
の
後
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
で
家
族
と
一

致
す
れ
ば
遺
骨
を
渡
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
連
絡
が

入
る
と
い
う
、
そ
の
繰
り
返
し
。
法
務
以
外
は
避
難

所
を
巡
り
、
月
に
五
千
キ
ロ
以
上
は
走
り
回
っ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
の
あ
る
日
、
門
信
徒
か
ら
一

本
の
電
話
が
入
る
。「
三
日
後
の
二
十
二
日
の
午
前
零

時
か
ら
、
原
発
か
ら
二
十
キ
ロ
圏
の
地
域
は
警
戒
区

域
に
な
っ
て
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ぞ
」

と
の
連
絡
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
原
発
事
故
に
よ
り
浪
江
町
の
放
射
線
量
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
？　

身
体
に
ど
の
く
ら
い
影

響
が
あ
る
の
か
？　

そ
の
影
響
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
、
身
分
証
明
書
を
提

示
の
上
、
検
問
所
を
通
っ
て
什
じ
ゅ
う
も
つ物

類
を
取
り
に
寺
に

戻
り
、
大
切
な
御
本
尊
を
鍵
が
か
か
る
唯
一
の
部
屋

に
御
安
置
し
た
。
両
日
と
も
一
時
間
程
度
だ
け
の
作

業
で
終
わ
ら
せ
、
避
難
先
ま
で
戻
っ
た
。

不
安
の
中
で
伝
道
活
動
を
再
開

　

そ
の
後
、
相
馬
組
で
東
日
本
大
震
災
物
故
者
総
追

悼
法
要
を
計
画
。〝
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〟
を

信
念
に
門
信
徒
に
郵
便
・
電
話
等
で
お
知
ら
せ
を
し

て
、
七
月
九
日
、
ご
門
主
ご
臨
席
の
も
と
、
震
災
後

初
め
て
の
相
馬
組
の
東
日
本
大
震
災
物
故
者
総
追
悼

法
要
を
厳
修
し
た
。
常
福
寺
の
門
信
徒
は
二
十
人
が

参
拝
、
相
馬
組
全
体
で
は
避
難
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
百
人
以
上
の
参
拝
を
県
内
外
か
ら
い
た
だ
い
た
。

特
に
ご
門
主
か
ら
の
お
言
葉
に
、
避
難
中
の
私
た
ち

は
た
い
へ
ん
勇
気
付
け
ら
れ
、
と
て
も
有
り
難
く
思
っ

た
。

　

後
に
、
延
期
、
中
止
に
な
っ
て
い
た
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
へ
の
参
拝
も
十
一
月
に
は

現
実
と
な
り
、
避
難
中
も
住
職
・
門
信
徒
を
含
め
、

相
馬
組
全
体
で
約
三
百
人
が
参
拝
で
き
る
ご
勝
縁
を

  


